
  

 

 

 

檜山校長会は、檜山管内７町の小学校 17校、中学校 10 校 

の校長で構成している。本会は、昭和 23年の創立以来 76年 

間、管内教育の充実・発展のために研究と実践を積み重ねる 

とともに、教育条件の整備・充実等に努めるなど、組織の総 

力を挙げて向上的な取組を推進している。 
 

Ⅰ 本年度の活動方針 

これからの変化が激しく予測が難しい社会

を主体性をもって生きていくためには、変化の

中で自ら新たな価値を作り出す力を付けると

いう発想への転換が必要である。そのような中、

校長には新しい時代に対応した明確なビジョ

ンと鋭い時代感覚の下、「生きる力」を育む教

育課程の編成・実施・評価・改善に努めるとと

もに、個別最適な学びと協働的な学びの一体的

な充実、生徒指導上の課題対応、教職員の資質

能力の向上、働き方改革、ＧＩＧＡスクール構

想の確かな進捗、感染症に対する危機管理対応、

防災教育・学校安全教育など喫緊の課題の解決

に向けてリーダーシップを発揮し教育改革を

成し遂げることが求められている。 

檜山校長会は「ふるさと檜山に誇りをもち、

自己実現に向けて未来を切り拓く児童生徒」を

育む学校経営の在り方を究明し、保護者や住民

の負託と信頼に応えるべく、学校組織の活性化

と地域とともにある学校づくりに全力で取り

組んでいく。 

 

Ⅱ 活動の重点 

 １ 組織マネジメントを活かした活力ある

学校経営の推進 

    校長自らが研鑚に励み、学校経営上の課

題を明確にし、組織マネジメントを生かし

た学校経営を進め、学校評価の充実、教職

員の経営参画意識の向上を図り「創造的で

信頼される学校経営」の推進に努める。 

２ 「生きる力を育む」適切な教育課程の編

成・実施・評価・改善（重点） 

     学習指導要領の目標と内容に基づく創

意ある教育課程を編成し、育成を目指す資

質・能力を明確にするとともに、カリキュ

ラム・マネジメントに努め、「知識及び技

能、思考力・判断力・表現力、学びに向か

う力・人間性等」をバランスよく育む教育

課程の充実を図る。 

 

３ 時代の変化に即した生徒指導や特別支

援教育の組織的推進 

     「生徒指導提要」の改訂ポイントを踏まえ

心の教育の一層の充実を図るとともに、い

じめ・不登校、問題行動などの生徒指導上

の諸問題の解決を図ることで、児童生徒の

自発的・主体的な発達を支えることを目指

す。また、特別支援教育の充実と課題解決

に向けた組織的な取組を推進する。さらに、

学校・家庭・地域・関係機関及び同一中学

校区内の小小・小中連携による児童生徒一

人一人の教育的ニーズの把握と適切な対

応を図る特別支援教育の充実を図る。  

４ 教職員の資質能力の総合的な向上（重点） 

     学校の教育課題を解決するために、教職

員一人一人の意識改革と実践的な指導力

の向上を目指した新たな研修制度等、校内

外の研修体制の充実を進め、教育の専門家

としての資質能力の向上を図る。また、国

や道の動向などを見極め、児童生徒と向き

合い、多様な学びを確保するための取組の

充実に向けた情報発信や管内の状況把握

に努める。 

５ 服務規律の厳正な保持 

    保護者や地域住民等に信頼される教職員

の育成を目指し、服務規律の厳正な保持の

徹底に努めるとともに、校長会自らが不祥

事の未然防止に向けた積極的な発信を行う

など、教職員の意識改革に努める。（「金

銭事故防止に向けた取組状況調査」の継続） 

６ 組織活動の活性化と充実（重点） 

組織の活性化を目指し、各専門部及び小・

中学校別部会の活動の充実を図るともに、
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道小・道中との連携を密にし、組織力の向

上に努める。また、教育課題の解決に対応

した活動の推進を図るため、教育研究厚沢

部大会の充実に努める。 

７ ミドルリーダーならびに管理職候補者

等の育成 

     管内教育の一層の安定・充実を図るため

に、意欲ある管理職候補者及びミドルリー

ダーの発掘や育成は依然として喫緊の課

題である。将来、管理職候補者や指導主事

候補者等を確保するためにも、改訂された

教員育成指標や檜山管内教諭リストの活

用を中心とした、中・長期的な視点での人

材育成を関係機関とともに努める。 

８ 防災教育と健康安全教育の充実（重点） 

     「自ら判断し行動できる子どもを育てる防

災教育・安全教育」の具現化に向けて、近年

の自然災害等から学ぶ地域・学校の実態に応

じた防災教育等、学校安全に関する適切な

役割分担と共通理解に基づく対応ができ

る校内体制づくり及び感染症防止対応な

ど危機管理の徹底と児童生徒の健康と安

全確保及び学びの保障に向けた取組の推

進に努める。 

９ 学校における｢働き方改革｣推進 

新しい時代に求められる学校づくりに向

けて、第３期「北海道アクション・プラン」

を基にした業務の明確化・適正化や組織運

営体制の見直しと教職員の意識改革による

効果的な教育活動を行うための「働き方改

革」の推進及び検証・改善に努める。 

 

Ⅲ 各部の活動方針 

 １ 経営部 

  学校経営に関わる研修を進め、活動の充実

に努める。また、学校経営に必要な法的根拠

を見据え研修を深める。 

① 各学校における経営上の当面する諸 

課題について、研修と会員間の交流を

深め、その解決に努める。 

② 檜山校長会各部との連携・協働を図り、  

学校経営上必要な調査・研究を行うと

ともに、地区別教育研究大会（厚沢部

大会）の準備・運営に努める。 

③ 北海道小学校長会及び北海道中学校長

会との連携を密にして、当面する諸課

題の解決に当たる。 

④ 学校経営に関する必要事項を検討し、

先進的な実践事例等について紹介する。 

２ 研修部 

檜山校長会は檜山の教育課題をもとに、研 

究の基本主題「ふるさと檜山に誇りをもち、

自己実現に向けて未来を切り拓く児童生徒

の育成」を掲げ、研究のより一層の充実発展

を図る。また、これまでの研究の成果を踏ま

え、昨年度からスタートした第十三次３か年

研究は２年目を迎えた。各町校長会の組織的、

継続的な共同研究体制を強化し、各学校、各

町校長会の教育推進や研究の還流に努める

とともに、職能の向上を図る。 

    

３ 情報部 

① 事務局及び各部との連携を密にして、

校長会の動向、会員の動静を周知する。 

② 道小、道中との連携を基に会員の投稿

の活性化を図るとともに、機関誌等を

通じて全国、全道の動向を還流する。 

③ 管内各町及び各方面校長会の発展に寄   

与する。 

④ 退会会員との交流を図り、檜山校長会 

の発展に寄与する。 

⑤ 会員の文化活動の向上に努める。 

４ 対策部 

① 各町校長会の協力を得ながら、組織の 

実態把握に努め、組織の活性化を図る。 

  ② 身分の確立と待遇・勤務条件改善に向

け、調査活動及び福利厚生活動を推進

する。 

③ 教育条件の充実・改善に向け、調査及

び資料収集活動を推進する。      

 

Ⅳ 役 員 

会 長 笠松 靖史（乙 部 小） 

副 会 長     佐藤  等（今 金 小） 

監 査    晴山 泰文（明 和 小） 

   〃    安田 善紀（南が丘小） 

事務局長 宮腰屋 由（江 差 中） 

事務局次長     吉川  聖（上ノ国小） 

     〃     関田 貴人（上ノ国中） 

会 計 長     米谷  優（江差北中） 

経営部長     久慈  学（厚沢部小） 

研修部長   松村 浩良（北檜山小） 

情報部長   西山 恭史（瀬 棚 中） 

対策部長   笹木  央（河 北 小） 

小学校部会長  中山 晴生（江差北小） 

中学校部会長  佐々木弘司（今 金 中） 


